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論文審査の結果の要旨 
 
本論文では，高レイノルズ数乱流において，壁などの境界から離れた領域に見られる一様等方な乱れの性質を決定す
る渦構造の動力学が，力学系的アプローチと数値シミュレーションにより議論されている．本論文で用いられている
力学系的アプローチとは，ナビエ・ストークス方程式やフィルタリングされた方程式に対する，乱流状態を表す複雑
でかつ再現性のない数値解の代わりに，乱流状態の統計的性質や動力学特性を再現する不安定周期解に基づいて，乱
流中の渦構造の動力学を論じる手法である．まず，直交する三方向に周期的でかつ，Kida の高対称性とよばれる空間
対称性を有する乱流運動中に認められる運動エネルギーやエネルギー散逸率の大振幅時間変動を担う動力学について
検討を加えている．高対称乱流は，エネルギー注入により維持される大スケールの管状渦構造と，それらの間に形成
されるひずみ流による伸長の結果生じる渦層および層内に埋め込まれた小スケールの渦管とからなる．大スケール渦
は，それに巻き付いた小スケール渦の誘導する軸流の影響により引き伸ばしあるいは圧縮の作用を受け，渦の旋回強
度を時間的に変動させる．不安定周期解を用いて，この時間変動のメカニズムを明らかにし，それにより乱流の運動
エネルギーやエネルギー散逸率の大振幅時間変動の原因を同定している．また，周期箱において定常外力により駆動
される高レイノルズ数乱流の振舞いを LES（Large-Eddy Simulation）を用いて議論している．外力は定常であるにも
拘らず，乱流の運動エネルギーやエネルギー散逸率は回帰的な時間変化を示す．この回帰的な変動が，外力により維
持される大スケール渦構造の成長，減衰と，エネルギーカスケードを担う小スケール渦構造の生成，消滅によって特
徴付けられることを明らかにしている．さらに，このような LES における乱流状態の特性を再現し得る不安定周期解
を数値的に求め，その生成の起源を示す分岐図を得ている．以上の研究成果は，博士（工学）の学位論文として価値
のあるものと認める． 
 
